
原爆投下から69年
集団的自衛権は平和の阻害物だ！

ＪＲ東海労ニュース

原爆が投下されてから69年が経ちました。８月６日には広島で、９日には長崎で原

爆犠牲者慰霊平和記念式典が開催されました。改めて犠牲者のご冥福をお祈りいたし

ます。

式典で注目されたのが集団的自衛権の

問題です。広島では言及されなかったも

のの、長崎市長は「集団的自衛権の議論

を機に、『戦争をしない』という平和の

原点が揺らいでいないか、不安と懸念が

生まれている。政府はこの声に真摯に向

き合い、耳を傾けよ」（要旨）と平和宣

言で述べました。また、広島、長崎の各

被爆者の代表や団体は、集団的自衛権の

撤回を安倍首相に強く求めました。

言うまでもなく、集団的自衛権は戦争

をするための一手段です。安倍首相はひ

っきりなしに「戦争をさせないため」な

どと主張していますが、戦争をしないな

らば集団的自衛権も軍隊も必要ありませ

ん。大多数の国民は安倍首相のウソを見

抜いています。

ＪＲ東海労は、全ての戦争犠牲者の死

を重く受け止め、集団的自衛権反対の闘

いなど、反戦・平和の闘いを推し進めて

いきます。
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